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特
集
１ 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
に
お
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

課
題
改
善
へ
の
取
組
状
況  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院 

病
院
長 

内
野 

敬 

早
い
も
の
で
、
今
年
で
令
和
も
４
年
目

と
な
り
ま
す
。
本
年
は
診
療
報
酬
が
改
定

さ
れ
る
年
で
あ
り
、
厚
生
労
働
省
か
ら

も
、
重
点
課
題
と
し
て
「
新
興
感
染
症
に

も
対
応
で
き
る
強
固
な
医
療
供
給
体
制
の

構
築
」
と
「
安
心
・
安
全
で
質
の
高
い
医

療
の
実
現
の
た
め
の
医
師
の
働
き
方
改
革

の
推
進
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
重
点
課
題
に
対
し
、
東
葛
ク
リ

ニ
ッ
ク
病
院
は
以
下
の
と
お
り
そ
の
改
善
に

取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
さ

ら
に
新
た
な
施
策
も
検
討
、
実
施
し
て
い
く

所
存
で
す
。 

 （
１
）
新
興
感
染
症
に
も
対
応
で
き
る
強
固 

 
 
 

な
医
療
供
給
体
制
の
構
築 

 
ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
６
波
が
完
全

に
は
収
束
し
て
い
な
い
状
況
で
す
が
、
当
院

で
も
実
際
に
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
さ
れ
た
患

者
様
を
治
療
さ
せ
て
い
た
だ
き
経
験
を
積
ん

だ
こ
と
で
、
今
後
の
展
望
が
見
え
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
は
、
現
在
に
至
る

ま
で
約
半
世
紀
に
わ
た
り
、
透
析
医
療
の
専

門
病
院
で
あ
り
ま
す
。
透
析
患
者
様
の
多
く

は
腎
臓
以
外
の
合
併
症
を
有
し
て
お
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
の
重
症
化
の
危
険
性
が
高
い

状
態
で
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

自
体
も
変
異
し
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
感
染
を
発
症
さ
れ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
重
症
化
の

予
防
効
果
は
認
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
多
く
の
透
析
患
者
様
に
早
く
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
行
っ
て
い
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

当
院
で
は
、
第
６
波
が
始
ま
る
以
前
に
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
の
専
用
個
室
病
床
を
４
床
用

意
し
ま
し
た
。
ま
た
４
床
が
す
で
に
満
床
の

時
な
ど
、
必
要
が
あ
れ
ば
通
常
の
個
室
を
新

東葛クリニック病院 

 病院長 内野 敬 
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型
コ
ロ
ナ
病
床
と
し
て
用
い
る
な
ど
臨
機

応
変
に
対
応
し
て
医
療
崩
壊
を
防
い
で
ま

い
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
当
院
は
自
施
設
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

が
可
能
で
す
の
で
、
90
分
以
内
に
陰
性
・

陽
性
の
判
定
が
可
能
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
治
療
に
関
し
て
は
、
内
服
治

療
薬
と
抗
体
療
法
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
軽
症
の
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
治
療
を

＜当院の理念＞ 

其 接 也 以 恕 （その接
せっ

するや恕
じょ

をもってし） 

 其 治 也 以 協 （その治
ち

するや 協
きょう

をもってす） 
  

 私たちは、相手の立場に立った思いやりの心である恕の精神で人に接し、専門

性を超えたコミュニケーションを尊重する協の精神でチーム医療を推進し、これ

がもたらす最適医療の成果を患者さんに提供することを誓います。

行
い
、
自
宅
か
ら
本
院
外
来
で
の
隔
離
透

析
を
継
続
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

Ｃ
Ｔ
撮
影
で
肺
炎
が
認
め
ら
れ
、
酸
素

投
与
が
必
要
な
場
合
は
入
院
加
療
と
な
り

ま
す
。
人
工
呼
吸
器
が
必
要
な
場
合
に
は

よ
り
高
度
の
医
療
が
可
能
な
医
療
セ
ン

タ
ー
と
連
携
を
取
り
受
け
入
れ
て
い
た
だ

き
、
病
状
が
改
善
す
れ
ば
当
院
に
再
入
院

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
に
関
し
て
は
、
大
き
な
変
異
が
起

き
な
い
限
り
は
、
感
染
し
て
も
適
切
に
治

療
し
て
治
癒
可
能
な
状
況
に
な
っ
た
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。 

（
２
）
安
心
・
安
全
で
質
の
高
い
医
療
の
実 

 
 
 

現
の
た
め
の
医
師
の
働
き
方
改
革
の 

 
 
 

推
進 

 

昨
今
医
療
器
械
の
高
度
化
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
お
よ
び
電
子
カ
ル
テ
の
普
及
に
よ
り
、

医
師
の
医
療
外
の
仕
事
量
が
増
加
し
、
肝
心

な
患
者
様
の
診
療
に
費
や
せ
る
時
間
が
減
っ

て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。 

当
院
で
も
医
療
の
質
の
高
さ
を
維
持
す
る

た
め
に
、
病
院
全
体
で
医
師
の
負
担
を
補
う

べ
く
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

チ
ー
ム
医
療
を
さ
ら
に
す
す
め
、
一
人
の
患

者
様
に
対
し
て
少
し
で
も
多
く
の
目
を
通
し

て
診
療
を
進
め
る
こ
と
で
、
安
心
・
安
全
で

質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
ゆ
く
所
存
で

す
。 
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者
の
「
シ
ダ
キ
ュ
ア
」
で
の
治
療
は
数
年
間

の
内
服
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
花
粉
症
の

体
質
改
善
が
期
待
で
き
、
筆
者
も
実
際
に
効

果
を
実
感
し
て
い
る
一
人
で
す
。
治
療
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
当
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。 

今
年
も
ス
ギ
花
粉
症
の
方
に
は
辛
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
近
年
国
民
の
２
割
以
上
が

ス
ギ
花
粉
症
と
い
わ
れ
て
お
り
、
年
々
増

加
・
低
年
齢
化
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
試
算

で
は
花
粉
症
に
よ
る
日
本
の
経
済
損
失
は
年

間
13
兆
円
強
と
の
こ
と
で
す
。 

症
状
は
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
閉
、
微

熱
、
怠
さ
な
ど
通
常
の
風
邪
と
同
じ
症
状
も

多
く
、
花
粉
症
の
自
覚
な
く
病
院
を
受
診
さ

れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
季
節
性
の
発
症
や

屋
外
で
の
増
悪
、
目
の
痒
み
や
流
涙
も
認
め

る
場
合
は
花
粉
症
が
疑
わ
れ
ま
す
。 

前
年
ま
で
花
粉
症
で
な
か
っ
た
人
も
今
年

発
症
し
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
繰
り
返
し

多
量
の
花
粉
に
遭
遇
す
る
と
花
粉
に
対
す
る

過
剰
な
抗
体
産
生
が
始
ま
る
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
。
特
に
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
方
は
注

意
が
必
要
で
す
。 

基
本
的
な
対
処
法
は
、
マ
ス
ク
・
眼
鏡
の

着
用
、
帰
宅
時
の
う
が
い
・
手
洗
い
・
洗
顔

（
で
き
れ
ば
洗
髪
も
）
、
上
着
を
リ
ビ
ン
グ

に
持
ち
込
ま
な
い
等
。
ぜ
ひ
コ
ロ
ナ
対
策
も

兼
ね
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
マ
ス
ク
＋
眼
鏡

は
、
眼
鏡
が
曇
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
今
は
コ

ロ
ナ
禍
で
眼
鏡
の
曇
止
め
が
店
頭
で
簡
単
に

手
に
入
り
ま
す
。 

治
療
と
し
て
は
対
症
療
法
（
抗
ア
レ
ル

ギ
ー
薬
の
内
服
、
点
眼
、
点
鼻
）
、
減
感
作

療
法
、
鼻
粘
膜
レ
ー
ザ
ー
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
重
症
な
方
に
は
ス
テ
ロ
イ
ド
内
服

や
、
抗
体
医
薬
も
選
択
肢
に
挙
が
り
ま
す
。

当
院
で
は
対
症
療
法
と
減
感
作
療
法
の
一
つ

で
あ
る
舌
下
免
疫
療
法
を
行
っ
て
お
り
、
後

【
外
来
予
約
】 

 
 

☎ 

０
１
２
０ - 

１
１
３ - 

７
５
１ 

（
予
約
の
際
に
は
、
ス
ギ
花
粉
症
の
舌
下

免
疫
療
法
を
希
望
す
る
旨
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
） 

  
 

［ 

担
当
医
師
］ 

 

 
 
 
 

・
打
田
健
介
（
内
科
） 

 
 
 
 
 
 

外
来 

月
曜
日
：
午
後
・
午
後 

 
 
 
 

・
亀
山
伸
吉
（
内
科
） 

 
 
 
 
 
 

外
来 

月
曜
日
：
午
前 

 

火
曜
日
：
午
後 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

特
集
２ 

花
粉
症
の
対
処
法
と
留
意
点 

   

内
科
医 

打
田 

健
介 
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2022年度 NEW FACE． 

中野 聖子 

看護師 

磯田 佳奈 

看護師 

加藤 佑理 

看護師 

吉田 菜月 

臨床検査技師 
橋野 佳奈 

医療事務 

玉置 彩花 

看護師 
小川 七海 

看護師 

松本 万里恵 

看護師 

森井 一輝 

看護師 

小滝 里奈 

看護師 

折茂 芽依 

臨床工学技士 

南澤 薫子 

アテンダント 

北野 洋子 

看護師 

田中 凛 

臨床工学技士 

竹蓋 嵐 

臨床工学技士 
代 美衣菜 

臨床工学技士 

川島 萌美 

看護師 

劉 寧 

看護師 

読者の皆様に2022年度の新入職員を紹介します。 

どうぞよろしくお願いいたします。 
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特
集
３ 

「
春
バ
テ
」
を
軽
減
さ
せ
る
食
材
と
は
？  

「
夏

バ

テ
」
は

有

名

で

す

が
、
「
春

バ

テ
」
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？
春
は
入
学
や
就
職

な
ど
新
生
活
が
始
ま
る
季
節
で
あ
る
一
方
、
約

９
割
の
人
が
体
と
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
不
調
を
感

じ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
不
調
を
「
春

バ
テ
」
と
い
い
ま
す
。
以
前
は
、
「
５
月
病
」

と
も
言
わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
症
状
と
し
て

は
、
「
体
が
だ
る
い
」
「
昼
間
も
眠
い
」
「
夜

眠
れ
な
い
」
「
わ
け
も
な
く
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」

「
や
る
気
が
出
な
い
」
な
ど
。
気
温
の
変
化
や

生
活
の
変
化
に
よ
っ
て
、
自
律
神
経
が
乱
れ
る

こ
と
で
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 〈
自
律
神
経
を
整
え
る
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
〉 

 

食
事
を
と
る
と
、
消
化
の
た
め
に
副
交
感
神

経
が
活
発
に
働
き
、
体
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
モ
ー
ド

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
か
む
動
作
に
よ
っ
て
脳

は
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
欠

食
せ
ず
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
心

掛
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

さ
て
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
と
き
に
甘
い
も
の
が

欲
し
く
な
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
れ

は
要
注
意
で
す
。
甘
い
も
の
だ
け
を
食
べ
る
と

血
糖
値
が
急
上
昇
。
イ
ン
ス
リ
ン
が
大
量
に
分

泌
さ
れ
、
急
激
な
血
糖
低
下
を
起
こ
し
て
食
べ

る
前
よ
り
低
血
糖
に
な
る
た
め
、
余
計
に
イ

ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
と
い
う
悪
循
環
が
起
こ

り
ま
す
。 

 

「
春
バ
テ
（
５
月
病
）
」
の
症
状
を
軽
減
さ

せ
る
、
お
す
す
め
の
栄
養
素
を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。 

◎

「
カ
ル
シ
ウ
ム
」
：
心
を
落
ち
着
か
せ
る
栄 

 

養
素
と
も
い
わ
れ
、
神
経
や
筋
肉
の
働
き
を 

 
 
 

 

保
つ
た
め
に
も
不
可
欠
な
ミ
ネ
ラ
ル
で
す
。 

 

牛
乳
や
チ
ー
ズ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
乳
製 

 

品
の
ほ
か
、
エ
ビ
や
イ
ワ
シ
と
い
っ
た
魚
介 

 

類
、
小
松
菜
や
パ
セ
リ
な
ど
の
緑
黄
色
野
菜 

 
に
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

◎
「
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
」
：
神
経
を
落
ち
着
か 

 

せ
る
作
用
の
あ
る
ア
ミ
ノ
酸
（
た
ん
ぱ
く
質 

 

の
構
成
材
料
）
の
一
種
で
す
。
肉
や
魚
に
多 

 

く
含
ま
れ
、
他
に
も
乳
製
品
や
大
豆
・
大
豆 

 

製
品
、
大
豆
以
外
の
豆
類
、
ナ
ッ
ツ
類
に
も 

 

比
較
的
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

◎

「
ギ
ャ
バ
（
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
）
」
：
天
然
の
ア
ミ 

 

ノ
酸
の
一
種
で
、γ

-
ア
ミ
ノ
酪
酸
（
Ｇ
ａ 

 

ｍ
ｍ
ａ 

Ａ
ｍ
ｉ
ｎ
ｏ 
Ａ
ｃ
ｉ
ｄ
）
と
い 

 

い
ま
す
。
脳
内
の
神
経
伝
達
物
質
と
し
て
神 

 

経
の
興
奮
を
抑
え
て
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
す
る 

 

働
き
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
抗
ス
ト
レ
ス
作
用 

 

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
一
時
、
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
入
り 

 

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
流
行
っ
た
の
で
ご
存 

 

知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。 

◎

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
」
：
種
類
が
沢
山
あ
り
、 

 

 

中
で
も
、
①
ビ
タ
ミ
ン
B6
：
ト
リ
プ
ト
フ
ァ 

 

ン
か
ら
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
合
成
さ
れ
る
と
き
に 

 

必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
。
肉
や
魚
、
特
に
サ
ン
マ 

 

や
イ
ワ
シ
な
ど
の
青
魚
に
は
多
く
含
ま
れ
ま 

 

す
。
②
ビ
タ
ミ
ン
B1
：
炭
水
化
物
の
代
謝
を 

 

促
進
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
出
す
る
た
め
、 

 

疲
労
回
復
や
食
欲
増
進
効
果
が
期
待
で
き
ま 

 

す
。
③
ナ
イ
ア
シ
ン
：
不
足
す
る
と
、
セ
ロ 

 

ト
ニ
ン
や
メ
ラ
ト
ニ
ン
と
い
う
睡
眠
に
か
か 

 

わ
る
ホ
ル
モ
ン
の
不
足
や
マ
イ
ナ
ス
思
考
に 

 

な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
魚
介
類
、
肉 

 

類
、
き
の
こ
類
、
穀
類
に
多
く
含
ま
れ
て
い 

 

ま
す
。 

◎

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
」
：
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
ス
ト 

 

レ
ス
か
ら
体
の
細
胞
を
守
る
働
き
を
し
ま 

 

す
。
ほ
と
ん
ど
の
野
菜
や
果
物
に
含
ま
れ
て 

 

い
ま
す
。 
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豚
肉
と
春
野
菜
の
和
風
ミ
ル
ク
煮 
    

栄養価（８訂成分表） 

 エネルギー   260kcal 

 たんぱく質    18.6ｇ 

  脂質       16.3ｇ 

 塩分      1.4ｇ 

 カリウム      705mg 

 リン          311mg  

 カルシウム   226mg 

〈
材
料
１
人
分
〉 

豚
肉 

 

50
ｇ 

 

（
薄
切
り
ま
た
は
切
り
落
と
し
） 

春
キ
ャ
ベ
ツ 

 
 
  
 
 
 
 
  

60
ｇ 

タ
ケ
ノ
コ 

 
 
 
 
  

 
  

15
ｇ 

え
の
き
だ
け 

 
 
  
 
 
 
 

15
ｇ 

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス 

15
ｇ 

牛
乳 

 
 
 
 
 
 
 
 

150
ｇ 

和
風
だ
し 

 
 
 
 
 
 

２
ｇ 

白
味
噌 

 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  

３
ｇ 

サ
ラ
ダ
油 

４
ｇ
（
小
さ
じ
１
） 

白
ご
ま 

 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
  

２
ｇ 

〈
作
り
方
〉 

①
春
キ
ャ
ベ
ツ
、
タ
ケ
ノ
コ
は
食
べ
や 

 

す
い
大
き
さ
に
切
る
。 

②
え
の
き
だ
け
は
、
石
づ
き
を
切
り
落 

 

と
し
、
手
で
ほ
ぐ
す
。 

③
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
根
元
を 

 

切
り
落
と
し
、
ハ
カ
マ
を
取
り
除
い 

 

て
斜
め
に
カ
ッ
ト
す
る
。 

④
豚
肉
は
長
い
場
合
は
1/2
に
カ
ッ
ト
す 

 

る
。 

⑤
中
火
で
熱
し
た
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
、
豚 

 

肉
を
入
れ
炒
め
る
。 

⑥
肉
を
取
り
出
し
た
の
ち
、
①
②
③
を 

 

入
れ
、
し
ん
な
り
す
る
ま
で
炒
め
、 

 

牛
乳
、
和
風
だ
し
を
加
え
、
中
火
で 

 

煮
立
た
せ
、
弱
火
に
し
て
白
味
噌
を 

 

溶
か
す
。 

⑦
器
に
盛
り
、
上
か
ら
白
ご
ま
を
ふ
っ 

 

て
完
成
。 

 

（
栄
養
部
・
管
理
栄
養
士 

 
 
 
 
 
 
 

髙
﨑
美
幸
） 

レシピ 
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外
来

診
療

予
約

電
話

 
Ｔ

Ｅ
Ｌ
 
０

１
２

０
－

１
１

３
－

７
５

１
(
受

付
時

間
8
：
3
0
～

1
7
：
0
0
)
 

※
 
当

院
は

予
約

制
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。
診

察
券

を
お

持
ち

の
方

は
お

手
元

に
ご

用
意

の
上

、
お

電
話

下
さ

い
。
 

※
 
但

し
、
急

患
、
新

患
の

方
は

こ
の

限
り

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。
  

[
受

付
時

間
]
 
午

前
 
８

：
３

０
～

１
２

：
０

０
 
 

午
後

 
１

３
：
３

０
～

１
６

：
３

０
 

[
診

療
時

間
]
 
午

前
 
９

：
０

０
～

 
 
 
 

 
 
 

 午
後

 
１

４
：
０

０
～

 

 
※

 
日

曜
・
祝

日
は

休
診

で
す

。
諸

事
情

に
よ

り
担

当
医

が
変

更
に

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。
 

 
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

備
考

 

糖
尿

病
外

来
 

午
前

 
○

 
○

 
 

○
 

 
 

 
午

後
 

 
○

 
 

○
 

 
 

ア
ク

セ
ス

外
来

 
午

前
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

腎
炎

外
来

 
午

後
 

 
 

 
 

○
 

 
午

後
診

 
第

1
、

第
3
の

み
 

乳
腺

外
来

 
午

前
 

 
○

 
 

 
 

 
午

前
診

の
み

 

ペ
イ

ン
ク

リ
ニ

ッ
ク

 
午

後
 

 
 

○
 

 
 

 
午

後
診

の
み

 
 

ス
ト

ー
マ

外
来

 
午

後
 

 
 

 
○

 
 

 
午

後
診

の
み

 
木

曜
日

 
第

2
、

第
4
の

み
 

腎
不

全
外

来
 

午
前

 
 

○
 

 
 

○
 

 
金

曜
日

 
第

2
、

第
4
の

み
 

創
傷

ケ
ア

 
午

後
 

 
 

 
 

○
 

 
午

後
診

の
み

 
診

療
時

間
 

1
3
：
3
0
～

 

フ
ッ
ト

ケ
ア

外
来

  
午

前
 

 
 

 
○

 
 

○
 

9
：
0
0
～

1
1
：
0
0 

1
4
：
0
0
～

1
6
：
0
0
 

第
2土

曜
日

、
第

4木
曜

日
の

み
 

午
後

 
 

 
 

○
 

 
○

 

褥
瘡

外
来

 
午

後
 

 
 

 
○

 
 

 
午

後
診

 
第

2
、

第
4
の

み
 

診
療

時
間

 
1
5
：
3
0
～

1
6
：
3
0
 

胃
内

視
鏡

 
午

前
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
○

 
 土

曜
日

 
第

3
の

み
 

大
腸

内
視

鏡
 

午
後

 
 

○
 

○
 

 
○

 
○

 
水

曜
日

 
第

1
，

3
，

5
の

み
 

土
曜

日
 

第
1
、

3
の

み
 

東
葛

ク
リ
ニ

ッ
ク

病
院

 
外

来
診

療
の

ご
案

内
 

 
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

備
考

 

内
科

  
午

前
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

土
曜

・
午

後
 

第
1
、

第
3
の

み
 

午
後

 
○

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

外
科

 
午

前
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

午
前

診
の

み
 

腎
臓

内
科

  
 

午
前

 
○

 
○

 
 

○
 

○
 

○
 

金
曜

・
午

前
 

第
1
、

第
3
の

み
 

 
 

土
曜

・
午

後
 

第
4
の

み
 

午
後

 
○

 
 

 
○

 
○

 
○

 

呼
吸

器
内

科
 

午
前

 
○

 
 

 
 

○
 

 
  
 

午
後

 
 

○
 

 
 

 
 

循
環

器
内

科
  

午
前

 
 

 
 

○
 

 
 

木
曜

・
午

前
 

診
療

9
：
3
0
～

  
午

後
 

○
 

○
 

 
 

 
 

消
化

器
外

科
 

午
前

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

泌
尿

器
科

  
午

前
 

○
 

 
○

 
○

 
 

 
月

曜
 

第
1
、

第
3
、

第
5
の

み
 

土
曜

・
午

後
 

第
1
、

第
3
、

第
5
の

み
 

月
・
火

・
木

曜
の

午
後

は
検

査
の

み
 

午
後

 
○

 
○

 
 

○
 

 
○

 

整
形

外
科

  
午

前
 

 
 

○
 

 
 

○
 

土
曜

 
第

2
、

第
4
の

み
  

午
後

 
 

 
○

 
 

 
○

 

呼
吸

器
外

科
 

午
後

 
 

 
 

 
 

○
 

診
療

時
間

 
1
4
：
3
0
～

1
6
：
0
0
 

血
管

外
科

(循
環

器
外

科
) 

午
後

 
 

 
○

 
○

 
 

 
水

曜
日

 
第

2
，

第
4
の

み
 

東
葛

ク
リ
ニ

ッ
ク

み
ら

い
 

外
来

診
療

の
ご

案
内

 
[
受

付
時

間
]
 
午

前
 
８

：
３

０
～

１
１

：
３

０
 
 
 午

後
 

１
４

：
０

０
～

１
６

：
３

０
 

[
診

療
時

間
]
 
午

前
 
９

：
０

０
～

１
２

：
０

０
 
 
 午

後
 

１
４

：
３

０
～

１
７

：
０

０
 

東
葛

ク
リ

ニ
ッ

ク
み

ら
い

電
話

 
Ｔ

Ｅ
Ｌ
 
０

４
７

―
３

６
６

―
６

１
５

０
 
 

※
1
 
心

療
内

科
は

完
全

予
約

制
で

す
。
 
 
※

 
お

薬
は

院
外

処
方

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
 

 
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

備
考

 

内
科

・
循

環
器

内
科

  
午

前
 

○
 

○
 

 
○

 
○

 
 

 

午
後

 
○

 
○

 
 

○
 

○
 

 

内
科

・
呼

吸
器

内
科

 
午

前
 

 
 

○
 

 
 

 
 

腎
臓

内
科

 
午

前
 

 
○

 
 

 
 

 
 第

1
・
第

3
の

み
 

 
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

備
考

 

糖
尿

病
外

来
  

午
前

 
 

 
 

○
 

 
 

午
後

 
 

 
 

○
 

 
 

心
療

内
科

※
1
 

午
前

 
 

 
 

 
 

○
 

午
後

 
診

療
時

間
 

1
3
：
3
0
～

 

 
 

 
（
受

付
時

間
 

1
3
：
0
0
～

）
 

午
後

 
 

 
○

 
 

 
○

 

睡
眠

時
無

呼
吸

外
来

 
午

前
 

 
 

 
 

 
 

 午
後

 
診

療
時

間
 

1
4
：
0
0
～

 

 
 

 
（
受

付
時

間
 

1
3
：
3
0
～

）
 


